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外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は 、
心

の
中
に
も
う一
つ
別
の
宇
宙
を

つ
く
り
出
す
こ
と
だ 。
東
西
冷

戦
が
終
わ
り 、
こ
の
約
初
年
聞

で 、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
い
う
歴

史
的
変
化
が
起
き
た 。
そ
う
し

た
時
代
の
知
力
は 、
文
字
通
り

グ
ロ
ー

バ
ル
な
知
力
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 。

英
語
は 、
そ
の
変
化
の
中
で

国
際
共
通
語
と
し
て
の
地
位
を

固
め
た 。
国
民
の
英
語
力
は 、

も
は
や
国
際
関
係
の
中
で 、
国

力
を
は
か
る一
つ
の
指
標
と
言

え
る 。
一
般
市
民
も
含
め
て
英

・盆・監B14版

生
き
た
英
語
に
原
点
回
帰

<1面続き＞
語
が
で
き
な
い
と
い
う
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
か
ら
日
本
人
を
解
放

す
る
必
襲
が
あ
る 。

そ
う
し
な
け
れ
ば 、
日
本
の

知
力
は 、
相
対
的
に
下
が
る
ば

か
り
だ 。
私
自
身
は 、
英
語
に

加
え 、
で
き
れ
ば
ア
ジ
ア
系
言

語
を
第
2
外
国
語
と
す
る
「
3

国際教養大学学長

言
語
主
義」
が
理
想
だ
と
思
う 。

日
本
の
英
語
教
育
は 、
1
8

7
3
年
（
明
治
6
年）
設
立
の

東
京
外
国
語
学
校
（
現・
東
京

外
大）
が
基
礎
を
築
い
た 。
当

時 、
英
語
科
は
か
な
り
の
人
気

で
新
渡
戸
稲
造
や
岡
倉
天
心 、

内
村
鑑
三
ら
が
学
ん
だ 。
そ
し

嶺雄氏

識者に聞く

中嶋

． 

総
務
省
は
お
目 、
住
民
基
本
台
帳
に
基

へ
そ
の
緒
の
血
液
（
さ
い
帯

血）を静派に生射する手法

1936年長野県生まれ。60年
東京外大卒。社会学博士。95
年東京外大学長。2004年国際
教義大理事長・学長。署内に

「北京烈烈」 「国際関係論」
など多数。

て 、
す
ば
ら
し
い
英
語
力
を
身

に
つ
け
た 。
新
渡
戸
は
「
武
士

道」
、

岡
倉
は
「
茶
の
本」
、

内
村
は「
代
表
的
日
本
人」
と 、

い
ず
れ
も
英
語
で
日
本
の
思
想

を
語
っ
た 。

彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い

外
国
人」
か
ら 、
英
語
で
英
語

を
学
ん
だ 。
だ
が 、
英
語
教
育

は
そ
の
後 、
文
法
な
ど
が
重
視

さ
れ
る
「
英
語
学」
と
な
り 、

戦
後
教
育
へ
と
続
い
た 。
「
生

き
た
英
語」
を
英
語
で
学
ぶ
と

い
う
意
味
で
は 、
現
在
は
原
点

回
帰
の
兆
し
が
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う 。

新
渡
戸
ら
は
優
れ
た
教
餐
人

で
も
あ
っ
た 。
大
学
で
は
こ
れ

ま
で
専
門
性
を
重
視
す
る一

方 、
知
の
土
台
と
な
る
教
養
を

軽
視
し
て
き
た 。
そ
の
た
め
知

に
対
す
る
新
た
な
挑
戦
も
な
く

な
っ
て
い
た 。
本
当
の
知
力
は 、

マウスに注射、効果
狭
い
専
門
知
識
で
は
な
く 、
よ

り
幅
広
い
教
護
に
あ
る 。
大
学

で
は
教
養
と
外
国
語
の
表
現
力

を
身
に
つ
け 、
大
学
院
で
は
専

門
知
識
を
学
ぶ
時
代
だ 。

外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は 、
日

本
語
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
矛

盾
し
な
い 。
欧
州
で
は
今 、
外

国
語
を
学
ぶ
こ
と
で
自
ら
の
母

国
語
が
よ
り
相
対
化
さ
れ 、
麿

き
が
か
か
る
と
い
う
考
え
方
が

広
が
っ
て
い
る 。
外
国
語
習
得

が
知
的
生
活
を
充
実
さ
せ
る
と

い
う
認
識
だ 。

大
学
の
役
割
は
大
き
い 。
確

か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
普
及

し
た
が 、
遠
隔
授
業
だ
け
で
事

足
り
る
は
ず
が
な
い 。
知
は 、

相
対
す
る
人
の
直
接
の
反
応
が

あ
っ
て
初
め
て
磨
か
れ
る 。
知

的
共
同
体
と
し
て
の
大
学
の
存

在
意
義
は 、
決
し
て
な
く
な
ら

な
い 。
（
聞
き
手・
寺
口
亮一
）

病
気 。
そ
の
た
め 、
A
S
の
蓄

積を叩える薬D期龍肘立博

排出量取引市場

東証「来年中に」

東
京
証
券
取
引
所
は
お
目 、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
血
取
引

市
場
を 、
2
0
0
9
年
中
に
創

設
す
る
計
画
を
発
表
し
た 。

排
出
店
取
引
の
方
法
は 、
先

進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

義
務
を
課
し
た「
京
都
議
定
岱」

に
基
づ
く
仕
組
み
を
軸
に
検
討

法
人
事
業
税あ
自治体


